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政
治
体
制
、
経
済
状
況
、
社
会
文
化

的
な
環
境
な
ど
に
お
い
て
非
常
に
多
様

な
国
・
地
域
が
並
存
す
る
ア
ジ
ア
で
は

あ
る
が
、
二
〇
一
五
年
の
「
万
人
の
た

め
の
教
育
（
Ｅ
Ｆ
Ａ
）」
な
ら
び
に
「
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

の
達
成
目
標
年
へ
向
け
て
、
多
く
の
社

会
で
基
本
的
に
順
調
な
教
育
開
発
を
進

め
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
本
稿
で
は
、

こ
う
し
た
ア
ジ
ア
に
お
け
る
教
育
の
普

及
状
況
や
そ
の
内
実
な
ど
に
つ
い
て
概

観
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ス
ト
二
〇
一
五

年
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
論
じ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
な
お
、
本
稿

の
検
討
対
象
で
あ
る
「
ア
ジ
ア
」
と
は
、

大
洋
州
の
国
々
も
含
め
た
ア
ジ
ア
大
洋

州
地
域
で
あ
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し

て
お
く
。
ま
た
、
本
稿
に
お
け
る
ア
ジ

ア
大
洋
州
の
教
育
に
関
す
る
統
計
デ
ー

タ
は
、
当
該
箇
所
に
出
所
が
提
示
さ
れ

て
い
な
い
限
り
、
基
本
的
に
ユ
ネ
ス
コ

統
計
研
究
所（
Ｕ
Ｉ
Ｓ
）の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（http://w

w
w
.uis.unesco.org/

Education/Pages/default.aspx

）

か
ら
二
〇
一
四
年
七
月
に
入
手
し
た
も

の
で
あ
る
。

●
初
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
―
Ｅ

Ｆ
Ａ
／
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
最
重
要
課

題
―

ア
ジ
ア
に
お
け
る
教
育
開
発
の
進
展

状
況
を
理
解
す
る
う
え
で
、
Ｅ
Ｆ
Ａ
と

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ど
ち
ら
に
も
掲
げ
ら
れ
た

教
育
目
標
で
あ
る
初
等
教
育
就
学
の
普

遍
化
（
Ｕ
Ｐ
Ｅ
）
の
度
合
い
を
確
認
す

る
こ
と
が
、
ま
ず
は
重
要
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
大
洋
州
で
は
全
般
的
に
、
Ｕ

Ｐ
Ｅ
の
達
成
へ
向
け
て
着
実
な
進
展
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
中

央
ア
ジ
ア
と
東
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
は
Ｕ

Ｐ
Ｅ
を
ほ
ぼ
達
成
し
て
お
り
、
南
西
ア

ジ
ア
も
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
二
年

に
か
け
て
、
顕
著
な
伸
び
を
示
し
て

い
る
（
八
〇
％
↓
九
四
％
）。
た
だ
し
、

依
然
と
し
て
東
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
で
学

齢
期
の
子
ど
も
の
四
％
、
中
央
ア
ジ
ア

で
五
％
、
南
西
ア
ジ
ア

で
は
六
％
が
小
学
校
に

通
う
こ
と
が
で
き
て
い

な
い
状
況
に
は
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

粗
就
学
率
が
一
〇
〇
％

を
大
き
く
超
え
て
い
る

国
（
例
え
ば
ネ
パ
ー
ル
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
）
や
、
粗

就
学
率
と
純
就
学
率
の

差
の
大
き
い
国
（
例
え

ば
パ
キ
ス
タ
ン
）
の
存

在
は
、
留
年
率
の
高
さ

や
、
公
定
学
齢
と
実
際

の
就
学
年
齢
と
の
間
に

差
が
生
じ
て
い
る
と
い

う
問
題
を
示
唆
し
て
い

る
（
図
１
）。（
純
就
学

率
と
は
、
教
育
を
受
け

る
べ
き
年
齢
の
人
口
総

数
に
対
し
て
、
そ
の
年
齢
で
実
際
に
教

育
を
受
け
て
い
る
人
の
割
合
を
表
す
の

に
対
し
て
、
粗
就
学
率
は
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
実
際
に
教
育
を
受
け
て
い
る
人

の
割
合
を
表
す
。）

そ
の
結
果
、
公
定
学
齢
人
口
の
う
ち
、

二
〇
一
一
年
時
点
で
ア
ジ
ア
大
洋
州
の

全
体
に
お
い
て
一
六
〇
〇
万
人
以
上
が

不
就
学
の
状
態
に
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

六
割
近
く
が
人
口
の
多
い
南
西
ア
ジ
ア

に
集
中
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
世
界

ア
ジ
ア
に
お
け
る
教
育
開
発
の

進
展
と
課
題

【
地
域
編
：
ア
ジ
ア
】

北
村 

友
人
・
興
津 

妙
子

国際教育開発協力のこれまで・これから

特  集

（注）１）2011 年の粗就学率と調整後純就学率の両方が入手可能な国のみを示している。
２）調整後初等教育純就学率とは、公式の初等教育就学年齢に属しており実際に初等教育または中等教育を受けてい
る子どもの数を当該年齢層の総人口に対する割合で示したもの。

（出所）ユネスコ統計研究所（UIS）データベース。

図 1　アジア大洋州諸国における初等教育粗就学率と純就学率（調整後、2011 年）
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全
体
を
み
た
と
き
に
、
不
就
学
児
童
の

数
は
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
に
次
い
で

南
西
ア
ジ
ア
が
多
く
、
ア
ジ
ア
に
お
け

る
教
育
開
発
の
さ
ら
な
る
進
展
を
考
え

た
と
き
に
、
こ
の
サ
ブ
地
域
の
就
学
状

況
を
改
善
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

不
就
学
児
童
数
の
最
も
多
い
国
は
パ

キ
ス
タ
ン
で
、
次
い
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
う
ち
パ

キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
の

三
カ
国
は
、
世
界
の
不
就
学
児
童
数
の

上
位
五
カ
国
に
入
っ
て
い
る
。
な
お
、

中
国
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
が
存
在
し
な

い
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
中
国
の
農
村

部
に
は
か
な
り
の
数
の
不
就
学
児
童
が

存
在
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
（
参
考

文
献
②
）。

さ
ら
に
、
二
〇
一
一
年
の
デ
ー
タ
が

入
手
可
能
な
国
の
う
ち
純
就
学
率
が
九

〇
％
以
下
で
あ
り
、
Ｅ
Ｆ
Ａ
な
ら
び

に
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
が
厳
し
い

と
見
込
ま
れ
る
国
は
、
パ
キ
ス
タ
ン

（
七
二
％
）、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
（
八

七
％
）、ブ
ー
タ
ン
（
九
〇
％
）
で
あ
る
。

そ
の
他
、ラ
オ
ス
、マ
カ
オ
、マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
、
東
チ
モ
ー
ル
、
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
に

つ
い
て
も
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
各
国
で

入
手
可
能
な
最
新
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば

純
就
学
率
が
九
〇
％
以
下
で
あ
り
、
期

限
内
の
目
標
達
成
が
厳
し
い
と
み
ら
れ

て
い
る
（
参
考
文
献
⑨
）。

初
等
教
育
段
階
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
状
況
に
目
を
転

じ
る
と
、
既
に
二
〇
〇
〇
年
時
に
ほ
ぼ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達
成
し
て
い
た
中

央
ア
ジ
ア
と
東
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
が
そ

れ
を
維
持
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
南

西
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
地
域
平
均
で

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達
成
す
る
な
ど
目

覚
ま
し
い
改
善
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

国
別
の
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
な
ど
で
は
、

初
等
教
育
就
学
率
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
実
現
は
程
遠
く
、
個
別
の

国
に
関
し
て
は
女
子
の
就
学
に
い
ま
だ

に
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

●
内
部
効
率
性
か
ら
み
る
初
等
教

育
の
質

前
節
で
は
、
ア
ジ
ア
の
国
々
に
お
い

て
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
へ
通
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
概
観
し

た
が
、
そ
こ
で
受
け
る
教
育
の
質
は
果

た
し
て
十
分
な
水
準
に
あ
る
と
い
え
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、

教
育
の
質
を
推
測
す
る
う
え
で
一
般
的

に
参
照
さ
れ
る
内
部
効
率
性
に
関
す
る

デ
ー
タ
（
留
年
率
、
中
途
退
学
率
〔
中

退
率
〕、修
了
率
な
ど
）
を
見
て
み
た
い
。

ま
ず
、
留
年
に
関
し
て
、
中
央
ア
ジ

ア
諸
国
の
多
く
は
自
動
進
級
制
度
を

採
っ
て
い
る
た
め
留
年
の
問
題
が
ほ
と

ん
ど
存
在
せ
ず
、
東
ア
ジ
ア
・
大
洋
州

に
お
い
て
も
東
チ
モ
ー
ル
や
や
ラ
オ
ス

な
ど
一
〇
％
を
超
え
て
い
る
国
も
あ
る

も
の
の
、
域
内
の
平
均
留
年
率
は
二
％

以
下
で
推
移
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
南
西
ア
ジ
ア
で
は
、
二
〇
一
二
年

時
点
に
お
い
て
も
全
就
学
者
に
占
め
る

留
年
者
の
割
合
が
地
域
平
均
で
五
％
を

上
回
っ
て
お
り
、
こ
の
数
値
は
二
〇
〇

〇
年
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
お
ら
ず
、

改
善
の
兆
し
が
み
え
な
い
。

次
に
中
退
の
状
況
を
み
る
と
、
二
〇

一
一
年
の
時
点
で
、
中
央
ア
ジ
ア
や
東

ア
ジ
ア
・
大
洋
州
で
は
中
退
率
が
相
対

的
に
低
い
。
そ
の
結
果
、
初
等
教
育
段

階
の
最
終
学
年
時
に
お
け
る
残
存
率
は
、

中
央
ア
ジ
ア
と
東
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
で

世
界
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
な
か
で

も
中
央
ア
ジ
ア
で
は
九
八
％
と
高
い
数

値
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
南
西
ア
ジ
ア
で
は
中
退
率
が
極

め
て
高
く
、
ほ
ぼ
三
人
に
一
人
が
小
学

校
を
途
中
で
中
退
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
残
存
率
も
六
四
％
に

過
ぎ
ず
、
世
界
平
均
を
一
〇
％
以
上
も

下
回
っ
て
い
る
。
残
存
率
の
低
い
国
と

し
て
は
、
南
西
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
ネ

パ
ー
ル
（
五
五
・
三
％
）、
パ
キ
ス
タ

ン
（
六
一
・
〇
％
）、
ス
リ
ラ
ン
カ
（
六

三
・
四
％
）、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
（
六

六
・
二
％
）、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
六
五
・
九
％
）、
ラ

オ
ス
（
六
九
・
九
％
）、フ
ィ
リ
ピ
ン
（
七

五
・
八
％
）な
ど
を
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

統
計
デ
ー
タ
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、

東
南
ア
ジ
ア
の
な
か
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
中
退
率
の
高
さ
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
（
参
考
文
献
⑩
）。
こ
れ
ら
の
国
々

に
お
け
る
中
途
退
学
の
理
由
は
多
様
だ

が
、
貧
困
、
通
学
な
ど
に
か
か
る
費
用
、

内
戦
、
自
然
災
害
、
疾
病
、
国
内
外
の

移
住
、
言
語
に
よ
る
障
壁
な
ど
が
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑩
）。

こ
の
よ
う
に
留
年
や
中
退
の
問
題
を

抱
え
る
国
が
一
部
に
あ
る
と
は
い
え
、

初
等
教
育
の
修
了
率
に
関
し
て
は
、
二

〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
間
に
東

ア
ジ
ア（
九
〇
・
八
％
↓
一
〇
四
・
七
％
）

と
南
西
ア
ジ
ア
（
七
一
・
一
％
↓
九
〇
・

九
％
）
で
は
目
覚
ま
し
い
改
善
傾
向
が

み
ら
れ
た
。
ま
た
、
中
央
ア
ジ
ア
に
お

い
て
も
、
九
三
・
八
％
か
ら
九
七
・
二
％

に
改
善
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
教
育
の
質
に
関
連
し
た

デ
ー
タ
を
概
観
す
る
と
、
東
ア
ジ
ア
や

中
央
ア
ジ
ア
が
比
較
的
高
い
水
準
に
あ

る
一
方
、
南
西
ア
ジ
ア
が
低
い
水
準
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
の
な
か
の
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アジアにおける教育開発の進展と課題

域
内
格
差
が
大
き
い
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
る
。

ま
た
、
こ
こ
ま
で
概
観
し
て
き
た
よ

う
な
初
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
質
の

問
題
を
考
え
る
う
え
で
、
近
年
、
就
学

前
教
育
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
就
学
前
教
育
に

関
し
て
は
、
小
学
校
へ
の
就
学
準
備

（
す
な
わ
ち「
学
校
へ
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
」）

を
重
視
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
生
涯
学

習
の
基
盤
と
し
て
幼
児
期
を
位
置
づ
け
、

ケ
ア
や
養
育
に
重
き
を
置
く
ア
プ
ロ
ー

チ
が
あ
り
、
国
や
地
域
に
よ
っ
て
ど
ち

ら
を
重
視
す
る
か
は
異
な
る
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
途
上
国
で
は
こ
の
段
階
の

教
育
が
こ
れ
ま
で
軽
視
さ
れ
て
き
た
こ

と
は
否
め
な
い
。

ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
東
ア
ジ
ア
・

大
洋
州
が
一
九
九
〇
年
以
降
着
実
に
就

学
前
教
育
の
参
加
率
を
改
善
し
、
一
九

九
〇
年
代
半
ば
以
降
は
継
続
し
て
世
界

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
南
西

ア
ジ
ア
の
就
学
前
教
育
参
加
率
の
伸
び

も
顕
著
で
あ
り
、
二
〇
一
二
年
時
に
は

世
界
平
均
を
若
干
上
回
る
ほ
ど
に
ま
で

進
展
し
て
い
る
。
一
方
、
初
等
教
育
に

お
け
る
ア
ク
セ
ス
と
内
部
効
率
性
に
関

し
て
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
中
央
ア

ジ
ア
で
は
あ
る
が
、
就
学
前
教
育
の
参

加
率
の
伸
び
は
極
め
て
緩
や
か
で
あ
り
、

今
後
の
改
善
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
興
味
深
い
。

な
お
、
就
学
前
教
育
に
関
し
て
は
、

三
〜
四
歳
の
子
ど
も
で
何
ら
か
の
就
学

前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る

子
ど
も
の
割
合
が
比
較
的
高
い
国
で
も
、

所
得
水
準
や
地
域
（
都
市
・
農
村
）
に

よ
っ
て
参
加
率
の
格
差
が
大
き
い
こ
と

が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

●
中
等
教
育
と
職
業
訓
練

ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
で
は
、
初
等
教

育
段
階
と
同
様
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
中

等
教
育
段
階
の
就
学
率
も
上
昇
傾
向
に

あ
る
（
参
考
文
献
⑩
）。
た
だ
し
、
図

２
が
示
す
と
お
り
、
国
毎
の
差
が
大
き

く
、
純
就
学
率
が
相
対
的
に
低
い
国

の
多
く
は
主
に
南
西
ア
ジ
ア
や
東
南
ア

ジ
ア
に
集
中
し
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
か
ら
み
て
も
、
中
央
ア
ジ
ア
で

は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達
成
し
て
お
り
、

東
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
は
女

子
の
粗
就
学
率
が
男
子
を
上
回
っ
て
い

る
。
そ
の
一
方
、
南
西
ア
ジ
ア
で
は
一

定
の
改
善
が
み
ら
れ
る
と
は
い
え
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
は
未
だ
達
成
さ
れ
て
お
ら

ず
、
と
く
に
中
等
教
育
（
さ
ら
に
は
高

等
教
育
）
と
教
育
段
階
を
上
る
に
つ
れ

て
女
子
の
粗
就
学
率
が
男
子
に
比
べ
て

低
く
な
り
、
男
女
間
格
差
が
拡
大
す
る

傾
向
が
み
ら
れ
る
。（
参
考
文
献
⑤
）。

中
等
教
育
段
階
に
お
い
て
重
要
な

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
が
、
職
業
へ
の
接
続

で
あ
る
。
こ
れ
は
主
に
後
期
中
等
教
育

段
階
の
役
割
だ
が
、
国
に
よ
っ
て
産
業

技
術
教
育
・
職
業
訓
練
（
Ｔ
Ｖ
Ｅ
Ｔ
）

の
形
態
は
多
様
で
あ
る
。
域
内
の
途
上

国
や
中
進
国
で
は
、
一
人
あ
た
り
の
所

得
水
準
が
高
い
ほ
ど
後
期
中
等
教
育
お

よ
び
そ
れ
以
降
の
段
階
に
お
け
る
正
規

の
Ｔ
Ｖ
Ｅ
Ｔ
課
程
へ
の
参
加
率
が
高

い
傾
向
に
あ
る
（
参
考
文
献
①
、
⑩
）。

さ
ら
に
、
中
国
な
ど
、
知
識
産
業
が
急

速
な
発
展
を
遂
げ
て
い

る
国
で
は
、
後
期
中
等

教
育
就
学
者
に
占
め
る

Ｔ
Ｖ
Ｅ
Ｔ
の
割
合
よ
り

も
、
高
等
教
育
就
学
者

に
占
め
る
Ｔ
Ｖ
Ｅ
Ｔ
の

割
合
が
高
ま
る
な
ど
、

後
期
中
等
教
育
後
の
Ｔ

Ｖ
Ｅ
Ｔ
を
拡
充
す
る
傾

向
が
み
ら
れ
る
（
参
考

文
献
③
）。
労
働
市
場

に
お
け
る
教
育
・
訓
練

と
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
克
服
す
る
た
め
に
、

企
業
に
よ
る
企
業
内
訓

練
は
有
効
な
方
策
の
ひ

と
つ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
東
ア
ジ
ア
地

域
で
は
半
数
以
上
の
企

業
が
企
業
内
訓
練
に
投

資
し
て
い
る
一
方
、
南
西
ア
ジ
ア
で
は

企
業
の
企
業
内
訓
練
へ
の
投
資
額
は
二

五
％
以
下
と
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
（
参
考
文
献
①
）。
こ
れ
ら
の
多

様
性
は
、
Ｔ
Ｖ
Ｅ
Ｔ
の
形
態
や
参
加
状

況
が
各
国
を
取
り
巻
く
産
業
の
状
況
と

産
業
人
材
需
要
と
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
参
考
文
献
①
、

⑩
）。さ

ら
に
、
タ
イ
な
ど
で
は
後
期
中
等

教
育
段
階
の
Ｔ
Ｖ
Ｅ
Ｔ
が
、
正
規
の
中

（注）１）インド、マレーシア、スリランカ、タジキスタン、ウズベキスタンは 2011 年のデータ、ミャンマーとバヌアツ
は 2010 年のデータを活用した。

２）調整後前期中等教育純就学率とは、公式の前期中等教育就学年齢に属しており実際に前期中等教育またはそれ以
降の教育を受けている生徒の数を当該年齢層の総人口に対する割合で示したもの。

（出所）図 1と同じ。

図 2　アジア大洋州諸国における前期中等教育純就学率（調整後、2012 年）
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等
教
育
課
程
だ
け
で
は
な
く
、
ノ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
ス
キ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
ユ
ネ
ス
コ
で
は
、
そ
う

し
た
セ
ン
タ
ー
で
提
供
さ
れ
る
未
熟

練
の
若
者
や
中
等
教
育
中
退
者
に
対

す
る
短
期
訓
練
コ
ー
ス
の
整
備
だ
け

で
は
な
く
、
正
規
の
中
等
教
育
に
Ｔ

Ｖ
Ｅ
Ｔ
課
程
を
導
入
し
て
い
く
こ
と

（vocationalization of secondary 
education

）
で
、
農
村
部
に
お
い
て

も
若
者
に
対
す
る
職
業
訓
練
を
よ
り
効

果
的
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主

張
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑥
）。

●
最
も
困
難
な
課
題
と
し
て
の
成

人
識
字

Ｅ
Ｆ
Ａ
目
標
の
な
か
で
、
最
も
達
成

が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
成

人
識
字
率
の
向
上
で
あ
る
。
中
央
ア
ジ

ア
に
つ
い
て
は
成
人
識
字
率
が
一
〇

〇
％
に
近
く
、
東
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
で

は
九
五
％
弱
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
南

西
ア
ジ
ア
で
は
成
人
の
四
割
が
非
識
字

者
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
南
西
ア
ジ
ア

の
非
識
字
人
口
は
世
界
で
最
も
多
く
、

世
界
の
全
非
識
字
人
口
の
半
数
以
上
を

占
め
て
い
る
。
ま
た
、
一
五
歳
以
上
の

成
人
識
字
率
の
男
女
格
差
は
南
西
ア
ジ

ア
で
最
も
大
き
く
、
二
〇
一
二
年
時
点

に
お
い
て
も
二
〇
％
以
上
の
開
き
が
あ

り
、
世
界
平
均
の
男
女
差
（
八
・
四
％
）

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

識
字
率
に
関
し
て
は
、
都
市
と
農
村

の
間
の
格
差
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
ア
ジ
ア
の
な
か
で
と
く
に
格
差

が
大
き
い
国
と
し
て
、
ラ
オ
ス
、
パ
キ

ス
タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
に
全

体
の
識
字
率
が
高
い
国
で
も
、
都
市
と

農
村
の
間
の
格
差
が
存
在
し
て
お
り
、

農
村
人
口
に
対
す
る
識
字
教
育
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑦
）。

な
お
、
成
人
識
字
率
と
青
年
識
字
率

の
差
が
一
〇
％
以
上
開
い
て
い
る
国
で

も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
東
チ
モ
ー
ル
、
ネ

パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

な
ど
、
初
等
教
育
の
普
及
が
進
ん
で
い

る
国
々
で
は
、
今
後
、
成
人
識
字
率
も

改
善
し
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
学
校
教
育
で
習
得
し
た
識
字

能
力
は
卒
業
後
に
活
用
し
な
け
れ
ば
失

わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ

て
お
り
、
初
等
教
育
の
普
遍
化
に
向
け

た
努
力
と
と
も
に
、
公
共
図
書
館
の
整

備
や
活
字
媒
体
の
普
及
な
ど
の
努
力
が

求
め
ら
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑦
）。

●
ポ
ス
ト
二
〇
一
五
年
の
課
題

本
稿
で
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
ア
ジ

ア
に
お
け
る
教
育
開
発
（
主
に
基
礎
教

育
分
野
）
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
統
計
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き
な

が
ら
概
観
し
た
。
そ
の
結
果
、
比
較
的

順
調
な
教
育
開
発
を
進
め
て
い
る
東
ア

ジ
ア
や
中
央
ア
ジ
ア
に
対
し
て
、
と
く

に
南
西
ア
ジ
ア
は
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
お
り
、
域
内
格
差
が
大
き
い
と
い

う
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
サ

ブ
地
域
の
な
か
で
も
国
毎
の
差
異
が
大

き
い
こ
と
も
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
識

字
の
問
題
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
各
国

内
の
地
域
間
格
差
も
依
然
と
し
て
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
う
し
た
「
格
差
」
の
問
題
を
ど
の
よ

う
に
改
善
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、

ポ
ス
ト
二
〇
一
五
年
の
教
育
開
発
を
考

え
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
一
五
年
に
Ｅ
Ｆ
Ａ
／
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
標
年
を
迎
え
た
後
も
、
引

き
続
き
す
べ
て
の
人
に
必
要
と
さ
れ
る

教
育
機
会
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る

と
と
も
に
、
そ
こ
で
受
け
る
教
育
の
質

を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、教
育
の「
質
」

が
何
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
多

様
な
考
え
方
や
議
論
が
あ
り
、
国
や
社

会
の
文
脈
に
よ
っ
て
も
異
な
る
意
味
を

も
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

は
本
稿
で
も
概
観
し
た
よ
う
な
国
際
比

較
が
基
本
的
に
可
能
で
あ
る
、
教
育
の

内
部
効
率
性
を
測
る
諸
指
標
（
留
年
率
、

中
退
率
、
残
存
率
、
修
了
率
な
ど
）
を

み
る
こ
と
で
、
教
育
の
質
を
「
推
測
」

し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、

よ
り
実
質
的
な
教
育
の
質
を
理
解
す
る

こ
と
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教

育
を
受
け
た
こ
と
で
い
か
な
る
「
学
習

成
果
」
を
挙
げ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た

関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
学
習
成
果
を
測
る
う
え
で

最
も
広
く
参
照
さ
れ
て
い
る
の
が
、
国

際
学
力
調
査
で
あ
る
。
と
く
に
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ

Ｓ
Ａ
）
と
Ｉ
Ｅ
Ａ
国
際
数
学
・
理
科
教

育
動
向
調
査
（
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
）
は
代
表

的
な
調
査
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
か
ら
も
一

定
数
の
国
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
国
際
学
力
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、

ア
ジ
ア
の
多
様
性
が
明
確
に
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
（
二
〇
一
一

年
）
に
参
加
し
た
五
二
カ
国
の
う
ち
の

上
位
五
カ
国
・
地
域
は
、
算
数
と
理
科

の
ど
ち
ら
も
ア
ジ
ア
の
高
所
得
国
・
地

域
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
以
外
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
多
く
が
算
数

と
理
科
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
Ｔ
Ｉ
Ｍ

Ｓ
Ｓ
の
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
る
（
参

考
文
献
④
）。
ま
た
、
上
位
五
カ
国
・

地
域
で
は
四
年
生
の
大
多
数
が
「
高
水

準
（high benchm

ark

）」
を
達
成
す

る
一
方
、
一
部
の
ア
ジ
ア
諸
国
（
ア
ル

メ
ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
グ
ル
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アジアにおける教育開発の進展と課題

ジ
ア
、
イ
ラ
ン
、
タ
イ
）
で
は
四
年

生
の
約
五
分
の
一
が
「
低
水
準
（low

 
benchm

ark

）」
の
ス
コ
ア
を
得
る
こ

と
す
ら
で
き
な
か
っ
た（
参
考
文
献
②
）。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
際
学
力
調
査
だ

け
で
は
な
く
、
各
国
レ
ベ
ル
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
学
力
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
結
果
を
み
る
と
、
た
と
え
ば

イ
ン
ド
で
は
、
小
学
校
五
年
生
の
約
半

数
し
か
小
学
校
二
年
生
レ
ベ
ル
の
文
章

を
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
二
〇
〇
七
年
の

同
様
の
児
童
の
割
合
が
四
二
％
で
あ
っ

た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
一
定
の
改
善
は

な
さ
れ
た
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
同
様
に
、
二
〇
一
〇
年
の

算
数
の
達
成
度
は
低
く
、
五
年
生
の
三

六
％
が
単
純
な
割
り
算
が
出
来
ず
、
二

〇
〇
九
年
の
三
七
％
か
ら
改
善
し
て
い

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
参
考

文
献
⑧
）。

イ
ン
ド
に
限
ら
ず
南
西
ア
ジ
ア
諸
国

で
は
、
全
体
的
に
初
等
教
育
の
低
学
年

で
の
読
解
力
が
極
め
て
低
く
、
児
童
の

読
解
力
に
顕
著
な
所
得
格
差
と
地
域
格

差
が
み
ら
れ
る
（
参
考
文
献
⑧
）。
こ
れ

ら
の
学
習
成
果
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
概

観
す
る
と
、
本
稿
の
な
か
で
繰
り
返
し

指
摘
し
て
き
た
域
内
の
格
差
が
、
子
ど

も
た
ち
の
学
力
に
も
顕
れ
出
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
で
、
学
習
成
果
の
「
格
差
」
を

解
消
し
て
い
く
こ
と
は
、
ポ
ス
ト
二
〇

一
五
年
の
ア
ジ
ア
の
教
育
開
発
に
お
い

て
非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の

重
要
性
が
今
後
さ
ら
に
高
ま
る
で
あ
ろ

う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
域
内

格
差
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
は

い
え
、
基
本
的
に
ア
ジ
ア
で
は
教
育
機

会
の
拡
充
が
進
展
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
な
か
、
障
害
を
も
っ
た
人
々
や
最
貧

層
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
の
社
会
的
弱

者
が
未
だ
十
分
か
つ
良
質
な
教
育
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
状
況
が

顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。
多
様
な
ア
ジ

ア
に
お
け
る
ポ
ス
ト
二
〇
一
五
年
の
教

育
開
発
を
考
え
る
う
え
で
、「
す
べ
て

の
人
は
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す

る
」
と
高
ら
か
に
謳
っ
た
世
界
人
権
宣

言
（
第
二
六
条
）
の
理
念
を
改
め
て
確

認
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
具
現
化
す

る
た
め
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
、
本
稿
の
結

び
と
し
た
い
。

（
き
た
む
ら　

ゆ
う
と
／
東
京
大
学
大

学
院
教
育
学
研
究
科
准
教
授
・
お
き
つ　

た
え
こ
／
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
特
任
研
究
員
）
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